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　富山大学芸術文化学部（以下芸文）の紀要創刊にあたっ

て、広報委員会の中に紀要専門委員会が設置され編集方針

が議論された。その中で、関係者にしかわからない難しい

研究論文だけでいいのか、広く社会に対して芸文の研究活

動を知っていただく必要があるのではないか、という問題

点が出された。あるいは、作品発表や技法の解説、日頃の

教育方法に関する成果などについても積極的に取り上げる

べきではないかという議論が行われ、次のような編集方針

を定めた。

１．書棚で埃をかぶるようなものではなく、広く学生や地

域の方々が興味を持って読める内容と体裁とする。

２．論文だけでなく、芸文の研究活動の広報につながる企

画を盛り込む。

３．作品制作を軸に活動している教員が気軽に発表できる

場を提供する。

４．論文投稿の間口を広げる一方で、執筆要項や審査体制

を整備し研究の質的向上を図る。

　紀要は研究発表の場である。しかし、その内容は地域や

教育などとの関連の中で深めることができる。また成果が

広く認知されることで、新たな研究テーマや体制を見いだ

すこともできる。専門領域の中だけでとどまるのではな

く、広く社会と関係づいた研究や作品発表の場になること

を目指し、芸文の紀要を「GEIBUN」と呼ぶことにした。
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